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家
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計
画
・
田
子
保
健
　
専
門
家
　
津
曲
兼
司

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
口
委
員
会
を
足
場
に
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
力
関
係
を
作
り
あ
げ
る
た
め
、
九
七
年
三
月
か
ら

一
年
間
、
マ
ニ
ラ
と
タ
ー
ラ
ッ
ク
州
に
派
遣
さ
れ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
家
族
計
画
を
広
め
る
相
手
と
し
て
、
政
府

よ
り
も
、
民
間
の
力
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
手
を
つ
な
い
だ
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
れ
は
、
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
で
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
や
実
力
を
見
関
し
て
き
た
か
ら
だ
。

　
私
の
夢
は
ア
フ
リ
カ
定
住
だ
っ
た
。
東
京
外
国
語
大
学
時
代
、
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ニ
ア
に
ス
ワ
ヒ
リ
語
学
習
に
二

年
で
か
け
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
役
立
つ
技
術
を
身
に
付
け
な
く
て
は
、
と
秋
田
犬
医
学
部
に
入
り
直
し
た
。
医
学

生
時
代
に
ア
ジ
ア
医
学
生
連
絡
協
議
会
に
（
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ａ
）
に
加
っ
て
毎
年
ア
ジ
ア
各
地
で
交
流
を
続
け
、
卒
業
と

と
も
に
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
事
務
局
に
入
っ
た
。
難
民
救
済
医
療
で
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、

ソ
マ
リ
ア
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
な
ど
へ
出
か
け
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
出
会
っ
た
。
日
本
政
府
調
査
団
の
一
員
と
し
て
行

っ
た
ル
ワ
ン
ダ
難
民
キ
ャ
ン
プ
は
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
わ
れ
た
。
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務

所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
は
手
足
が
弱
い
の
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
任
せ
に
す
る
。
日
本
が
遅
れ
て
出
て
い
っ
て
も
手
も
出
せ
な

い
。
や
ら
せ
て
も
ら
え
な
い
。
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
は
情
報
量
、
資
本
力
に
大
き
な
格
差
が
あ
る
。
早
く
現
地
情
報
を

つ
か
み
、
一
刻
も
早
く
現
地
に
飛
び
、
競
争
で
仕
事
を
す
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
ひ
と
つ
の
砿
業
で
、
業
界
で
力
を
つ



村のおぱあさんと、ひと息つく津曲医師

け
な
け
れ
ば
…
…
と
、
そ
の
時
は
、
痛
切
に
感
じ
た
。
国
際
的
な
Ｎ
　
　
　
「

Ｇ
Ｏ
の
実
態
が
分
か
っ
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
つ
き
合
い
が
長

く
、
資
金
を
引
っ
ぱ
り
出
す
力
も
相
当
な
も
の
だ
っ
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、

有
能
な
人
材
の
雇
用
源
で
あ
り
、
人
材
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
力
を
い

れ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
間
の
競
争
も
激
し
い
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
先
進
国
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
王

国
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　
日
本
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
金
持
ち
の
ス
ポ
ン
サ
ー
視
さ
れ
て
い
て
、
カ

オ
を
た
て
て
く
れ
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
招
か
れ
た
。
人
口
委
員
会
を
通

し
て
、
家
族
計
画
、
新
し
い
避
妊
法
な
ど
の
テ
ー
マ
で
、
ト
レ
ー
ナ

Ｉ
ズ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
指
導
者
の
研
修
会
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
講
師
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
、
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
方
式
を
と
り
、
参
加
者
が
意
見
を
述
べ
る
と
反
論
が
出
る
と
い
っ
た
討
論
型
式
の
活
発
な
内
容
だ
っ

た
。
日
本
で
は
講
師
が
Ｉ
方
的
に
し
や
べ
る
研
修
が
多
い
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
方
が
、
そ
の
面
で
は
先
を
い
っ
て

い
る
。
英
語
力
、
英
語
資
料
で
も
日
本
よ
り
、
う
わ
手
で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
う
ま
い
。
研
修
者
は
居
ね

む
り
は
で
き
な
い
、
活
気
あ
る
研
修
会
だ
っ
た
。
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
国
際
協
争
力
を
つ
け
な
い
と
生
き
残
れ
な
い

と
感
じ
た
。
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
も
と
で
、
保
護
下
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
ま
た
女
性
王
国
で
も
あ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
伝
統
的
に
マ
ッ
チ
ョ
社
会
の
男
性
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優
位
で
、
女
性
は
働
き
も
の
で
、
支
え
役
と
い
う
而
も
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
的
な
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
も
強
い
。
人
口

委
員
会
や
家
族
計
画
の
現
場
で
は
、
‘
仕
事
を
任
せ
ら
れ
る
有
能
な
女
性
に
た
く
さ
ん
出
会
っ
た
。
日
本
も
そ
う
な

っ
て
ほ
し
い
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
始
め
、
途
上
国
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
員
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
座
学
で
な
く
、

途
上
国
の
環
境
に
近
い
と
こ
ろ
で
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
も
研
修
先
に
し
て
い
る
。
民
生
委
員
や
愛
育
委
員
の
活
動
を
み

せ
、
日
本
が
い
か
に
し
て
乳
幼
児
の
死
亡
串
を
さ
げ
た
か
、
国
民
皆
保
険
の
仕
組
み
、
と
い
っ
た
成
功
モ
デ
ル
を

現
場
で
見
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
の
あ
る
岡
山
市
の
隣
、
加
茂
川
町
の
夜
間
無
医
師
地
区
を
研

修
の
場
に
し
て
効
果
を
あ
げ
て
き
た
。
日
本
の
少
子
、
高
齢
化
が
進
み
、
母
子
保
健
の
モ
デ
ル
地
区
が
少
な
く
な

っ
て
き
た
の
は
悩
み
だ
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
個
人
的
な
教
訓
…
…
。
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
で
の
緊
急
医
療
は
、
自
分
ひ
と
り
の
短
期
間
の

活
動
だ
っ
た
。
困
難
さ
や
苦
労
は
あ
っ
た
が
気
に
も
と
め
な
か
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
ヘ
は
当
時
、
一
歳
と
三
歳
の

子
連
れ
で
行
っ
た
。
家
内
に
は
初
め
て
の
海
外
で
英
語
は
苦
手
。
私
自
身
は
月
曜
か
ら
金
聾
ま
で
マ
ニ
ラ
を
離
れ

て
現
場
出
張
の
仕
事
だ
っ
た
の
で
、
妻
の
負
担
は
大
き
か
っ
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
家
族
が
気
に
な
っ
て
落
ち
着

か
な
か
っ
た
。
任
期
一
年
で
切
り
上
げ
た
の
は
残
念
だ
っ
た
。
途
上
国
で
の
国
際
協
力
に
は
、
家
族
あ
げ
て
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
が
欠
か
せ
な
い
、
と
い
う
教
訓
だ
っ
た
。
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